
損 益 計 算 書 の 要 旨
（厚生年金基金加算年金経理）（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日）（単位：百万円）

費 用 勘 定 収 益 勘 定

[１．経常収支] 940 [１．経常収支] 12¶608

給 付 費 868 受 換 金 8¶498

移 換 金 42 運 用 収 益 4¶110

運 用 報 酬 等 30 [２．特別収支] 228

コンサルティング料 0 特 別 収 入 0

[２．特別収支] 1 費 用 計 上 超 過 額 0

収 益 計 上 超 過 額 1 受 入 金 228

[３．数理的評価の変動] 8¶285 支払保証経理からの
受入

228

給 付 債 務 増 加 額 8¶285

数 理 債 務 増 加 額 8¶285

[４．基本金及び総合計] 3¶611 [４．基本金及び総合計] `

当 年 度 剰 余 金 3¶611

計 12¶837 計 12¶837

注）百万円未満四捨五入のため計が一部不一致の場合がある。

[３．数理的評価の変動] `

２．金融商品の時価等に関する事項
平成22年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり
である。

（単位：円）

貸借対照表計上額 時 価 差 額

\信託資産 21¶245¶223¶160 21¶245¶223¶160 `

]投資 11¶334¶931¶709 11¶334¶931¶709 `

貸 借 対 照 表 の 要 旨

（確定給付企業年金経理） （平成22年３月31日現在） （単位：百万円）

資 産 勘 定 負 債 勘 定

[１．純資産] 56¶162 [１．純資産] 306

流 動 資 産 1¶926 流 動 負 債 30

預 貯 金 217 未 払 運 用 報 酬 等 30

未 収 受 換 金 1¶709 未払コンサルティン
グ料

0

未 収 返 納 金 0
預 り 金 0

固 定 資 産 54¶235
支 払 備 金 276

信 託 資 産 35¶366
未 払 給 付 費 257

投 資 18¶869
未 払 移 換 金 20

[２．資産の数理的評価] `

[２．負債の数理的評価] 61¶932
[３．基本金] 12¶261

給 付 債 務 61¶932
基 本 金 12¶261

数 理 債 務 61¶932
繰 越 不 足 金 12¶261

[３．基本金] 6¶184

当 年 度 剰 余 金 6¶184

計 68¶422 計 68¶422

注）百万円未満四捨五入のため計が一部不一致の場合がある。
損 益 計 算 書 の 要 旨

（確定給付企業年金経理）（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日）（単位：百万円）

費 用 勘 定 収 益 勘 定

[１．経常収支] 1¶385 [１．経常収支] 17¶744

給 付 費 1¶290 受 換 金 10¶304

移 換 金 41 運 用 収 益 7¶440

運 用 報 酬 等 53 [２．特別収支] `

コンサルティング料 0 [３．数理的評価の変動] `

[２．特別収支] ` [４．基本金及び総合計] `

[３．数理的評価の変動] 10¶176

給 付 債 務 増 加 額 10¶176

数 理 債 務 増 加 額 10¶176

[４．基本金及び総合計] 6¶184

当 年 度 剰 余 金 6¶184

計 17¶744 計 17¶744

注）百万円未満四捨五入のため計が一部不一致の場合がある。
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重要な会計方針
１．信託資産及び投資の評価基準及び評価方法

時価法によっている。
２．数理債務の算定にあたっては平成16年の死亡率をベースとした現価率を用いている。
３．消費税の処理方法

税込方式によっている。
注記事項
（金融商品関係）
１．金融商品の状況に関する事項

厚生年金基金基本年金経理と同様である。

~ 金融商品の時価の算定方法
\信託資産、及び]投資
信託資産及び投資のうち、株式は取引所等の価格、債券は店頭取引価格、その他は受託金融機
関から提示された価格によっている。
（追加情報）
当会計年度より、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号平成20年３月10日）及び「金
融商品の時価等に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号平成20年３月10日）を適用して
いる。
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